
平成 13年 3月期 決算短信 (連結)  平成 13年 5月 16日

上   場   会   社   名       協和発酵工業株式会社 上場取引所 東 大 名 福 札

コード番号       4151 本社所在都道府県

問合せ先  責任者役職名 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ室長 東京都

　　　　　　  氏　　        名　　　　　　　　　　　　　　吉原圭一 TEL (03) 3282 - 0960
決算取締役会開催日　　平成 13年 5月 16日

米国会計基準採用の有無 無

１. 13年  3月期の連結業績（平成 12年 4月 1日 ～ 平成 13年 3月 31日）
(1)連結経営成績 (百万円未満切捨て)

　　　 売    上    高 　　　　  営  業  利  益 　　　　経  常  利  益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

13年  3月期 375,609 0.2 17,712 △ 18.2 16,611 △ 21.2

12年  3月期 374,910 △ 2.5 21,655 △ 7.7 21,091 4.4

            当期純利益 １ 株 当 た り
当期純利益

潜在株式調整
後１株当たり当
期純利益

株 主 資 本
当期純利益率

総 資 本
経常利益率

売 上 高
経常利益率

百万円 ％ 円　　銭 円　　銭 ％ ％ ％

13年  3月期 9,395 △ 16.7 21.64 21.59 4.8 3.8 4.4

12年  3月期 11,273 83.5 25.96 25.86 5.9 4.6 5.6

(注)①持分法投資損益 13年  3月期              748 百万円          12年  3月期            1,137 百万円

     ②期中平均株式数（連結）　13年  3月期   434,235,295 株　　　12年  3月期   434,229,076 株

     ③会計処理の方法の変更 無

     ④売上高、営業利益、経常利益、当期純利益におけるパーセント表示は、対前期増減率

(2)連結財政状態
       　総  資  産         　株  主  資　本        株主資本比率 　１株当たり株主資本

百万円 百万円 ％ 円　　銭

13年  3月期 431,409 194,691 45.1 448.35

12年  3月期 433,944 195,025 44.9 449.13

(注)期末発行済株式数（連結）　13年  3月期   434,242,050 株　　　12年  3月期   434,231,858 株

(3)連結キャッシュ･フローの状況
　　　営業活動による 　　　　投資活動による 　　　財務活動による 　現金及び現金同等物
　　　キャッシュ・フロー 　　　　キャッシュ・フロー 　　　キャッシュ・フロー 　　期　末　残　高

百万円 百万円 百万円 百万円

13年  3月期 28,788 △ 1,990 △ 20,871 32,600

12年  3月期 32,737 23,422 △ 50,077 26,215

(4)連結範囲及び持分法の適用に関する事項
    連結子会社数  29　社   持分法適用非連結子会社数　0　社   持分法適用関連会社数　7　社

(5)連結範囲及び持分法の適用の異動状況
    連結（新規）1　社  （除外）0　社   持分法（新規）2　社  （除外）　0　社

２. 14年  3月期の連結業績予想（ 平成 13年 4月 1日  ～  平成 14年 3月 31日 ）
　 　　　売　　上　　高 　　　　 経　常　利　益 　　当　期　純　利　益

百万円 百万円 百万円

中間期 193,000 10,000 5,000

通　　期 390,000 22,000 11,000

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）               25円   33銭
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１．企業集団の状況 
当社企業集団は、当社、子会社54社及び関連会社30社により構成されており、その主な事業内容と当

該事業における当社及び関係会社の位置付けは、次のとおりであります。なお、この区分は事業の種類

別セグメント情報の区分と同一であります。 

 
医 薬  医家向け医薬品は、当社、伸和製薬㈱、㈱模範薬品研究所及びヤンセン協和㈱等が製造及び

販売を行っており、当社は各社から製品の一部について供給を受けております。また、協和メ
ディカルプロモーション㈱は当社製品の販売促進活動を行っております。 
 臨床検査試薬は、協和メデックス㈱が製造及び販売を行っております。なお、当社は同社に
原材料の一部を供給しております。 
 

バ イ オ 
ケミカル 

 製剤原料及び農畜水産薬は、主として当社が製造を行っております。その販売は、当社が直
接行うほか、一部についてはKYOWA HAKKO U.S.A.,INC.､KYOWA HAKKO EUROPE GMBH､KYOWA 
ITALIANA FERMACEUTICI S.R.L.及び協和発酵（香港）有限公司などの海外子会社及び協和農材
㈱等を通じて行っております。また、BIOKYOWA INC.､FERMENTACIONES MEXICANAS,S.A.DE C.V.
及びAGROFERM HUNGARIAN-JAPANESE FERMENTATION INDUSTRY LTD.等は、主として飼料用リジン
の製造及び販売を行っております。当社は各社に製品の一部を供給しております。 
 

化 学 品  溶剤、可塑剤、可塑剤原料及び洗剤原料などの化学品は、協和油化㈱、黒金化成㈱､  ㈱ジェ
イ・プラス等が製造を行い、主として当社に製品を供給しております。当社は各社から供給さ
れた製品の販売を行っております。 
 柏木㈱は主として当社から供給された製品及び他社から購入した商品の販売を行っておりま
す。 
 

酒類食品  酒類は、主として当社が製造を行っております。また、一部についてはサントネージュワイ
ン㈱が製造を行い、当社に製品を供給しております。酒類の販売は、当社が行うほか、一部に
ついては㈱トウヤマ、甲府国分㈱、㈱ワイネット等を通じて行っております。 
 原料用アルコールは、当社が製造及び販売を行っております。なお、当社は製品の一部を原
材料として櫻酒造㈱等に供給しております。 
 食品の製造は、当社、理研化学㈱、協和エフ・デイ食品㈱、オーランドフーズ㈱、旭食品工
業㈱、味日本㈱、ゼンミ食品㈱及び豊味食品㈱等が行っております。当社は各社に原材料の一
部を供給するとともに、各社から製品の供給を受けております。食品の販売は、当社、協和ハ
イフーズ㈱、九州協和食品販売㈱、㈱トウヤマ、協和食品(香港)有限公司、三櫻商事㈱等が
行っております。当社は各社に製品の一部を供給しております。 
 なお、食品製造販売の海外子会社KYOWA FOODS INC.は、建設中であった製造設備が完成し、
操業を開始しております。 
 

そ の 他  千代田開発㈱、ミヤコ化学㈱、協和倉庫運輸㈱、㈱清風、協和エンジニアリング㈱、千代田
運輸㈱、㈱協和サービス及び㈱ホリディ・イン東京などの関係会社は、輸送、倉庫、産業機械
販売、プラント設計等の様々な事業を営んでおり、当社は各社から用役の提供及び設備・原材
料の供給を受けております。 
 このほか、日本合成アルコール㈱は専売アルコールの製造を行い、㈱武蔵野化学研究所は有
機合成化学製品の製造及び販売を行っております。 
 また、KYOWA AMERICA,INC.は、米国における持株会社であります。 

 以上に述べた事項を事業系統図によって示すと、次頁のとおりであります。 
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そ　　　 の 　　　他　　21社

◎　ミヤコ化学㈱
◎　千代田開発㈱
◎　協和倉庫運輸㈱
◎　㈱清風
◎　協和エンジニアリング㈱
◎　ＫＹＯＷＡ ＡＭＥＲＩＣＡ,ＩＮＣ.
○　千代田運輸㈱
○　㈱協和サービス
○　㈱ホリディ・イン東京
＊　日本合成アルコール㈱
＊　㈱武蔵野化学研究所

他10社

酒　　類　　食　　品　　30社

（製造・販売）
◎　理研化学㈱
◎　サントネージュワイン㈱
◎　協和エフ・デイ食品㈱
◎　協和ハイフーズ㈱
◎ オーランドフーズ㈱
◎ 旭食品工業㈱
◎　ＫＹＯＷＡ ＦＯＯＤＳ ＩＮＣ.
○　櫻酒造㈱
＊ 味日本㈱
＊ ゼンミ食品㈱
豊味食品㈱

他11社

（販　　　売）
◎　㈱トウヤマ
◎ 九州協和食品販売㈱
◎ 協和食品(香港)有限公司
甲府国分㈱
三櫻商事㈱
㈱ワイネット

他２社

 

    医             薬    13社

（製造・販売）
◎　協和メデックス㈱
◎　伸和製薬㈱
◎　㈱模範薬品研究所
＊　ヤンセン協和㈱

他２社

（販　　　売）
◎　協和メディカル
        プロモーション㈱

他６社

 

（親　会　社）

協和発酵工業㈱
 

原材料の供給 

製品の供給 

製品の供給 

製品の供給 

製品の供給 

原材料・製品の供給 

製品の供給 

製品の供給 

原材料の供給 

用 役 の 提 供 及 び 
設備・原材料の供給 

◎  連結子会社 

○  非連結子会社 

＊  関連会社（持分法適用） 

無印 関連会社（持分法非適用） 

化　　　 学 　　　品　　７社

（製造・販売）
◎　協和油化㈱
＊ 黒金化成㈱
＊ ㈱ｼﾞｪｲ･ﾌﾟﾗｽ

他２社

（販　　　売）
柏木㈱

他１社

 

 バ イ オ ケ ミ カ ル  1 3社

（製造・販売）
◎　ＢＩＯＫＹＯＷＡ ＩＮＣ.
◎　ＦＥＲＭＥＮＴＡＣＩＯＮＥＳ

ＭＥＸＩＣＡＮＡＳ,
Ｓ.Ａ.ＤＥ Ｃ.Ｖ.

◎　ＡＧＲＯＦＥＲＭ ＨＵＮＧＡＲＩＡＮ-
ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＦＥＲＭＥＮＴＡＴＩＯＮ
ＩＮＤＵＳＴＲＹ ＬＴＤ.

他２社

（販　　　売）
◎　ＫＹＯＷＡ ＨＡＫＫＯ

Ｕ.Ｓ.Ａ.,ＩＮＣ.
◎　ＫＹＯＷＡ ＨＡＫＫＯ

ＥＵＲＯＰＥ ＧＭＢＨ
◎　協和発酵(香港)有限公司
◎　ＫＹＯＷＡ ＩＴＡＬＩＡＮＡ
     ＦＥＲＭＡＣＥＵＴＩＣＩ Ｓ.Ｒ.Ｌ.
◎　協和農材㈱

他３社

 製品の供給 

製品の 
供給 

原材料の 
供給 

製品の供給 

用役の提供 

原材料の 
供給 
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２．経営方針２．経営方針２．経営方針２．経営方針

((((１１１１))))基本方針基本方針基本方針基本方針
当社は、「ライフサイエンスとテクノロジーの進歩を追求し、新しい価値の創造により、世界の人々
の健康と豊かさに貢献します」という経営理念のもと、「協和グループ」全体としての企業価値の向上
を目指し、絶えず独創的、革新的な研究と技術力の向上に努めております。
事業活動にあたっては、お客様満足を第一ととらえ、品質と機能において常に優れた製品・サービ
ス・情報を提供することを旨としております。グローバルに事業の展開をはかり、事業収益、経営効率
の向上を目指してまいります。
また、社会に開かれた経営を目指し、国際基準の考え方を取りいれるとともに、環境保護、安全の確保や社
会への貢献活動にも引き続き積極的に取り組んでまいります。

（２）利益配分に関する基本方針（２）利益配分に関する基本方針（２）利益配分に関する基本方針（２）利益配分に関する基本方針
  当社の利益配分の基本は、安定的・継続的配当を実施するとともに、将来の設備投資、研究開発等の
資金需要に充当する目的で内部留保の充実をはかることであります。

（３）中長期的な経営方針と対処すべき課題（３）中長期的な経営方針と対処すべき課題（３）中長期的な経営方針と対処すべき課題（３）中長期的な経営方針と対処すべき課題
当社は、平成１１年４月に策定した３か年中期計画「２１世紀への飛翔」において、「事業責任の明
確化」、「事業の選択と集中」、「研究・技術立社への原点回帰」、「ＣＳ（お客様満足）の推進」、
「グローバルな競争力の確保」、「市民社会にふさわしい企業行動の確立と徹底」を基本的な経営方針
といたしました。
この基本方針に則り、それぞれの事業が、真に競争力のある自立した収益性のある事業となり、会社
全体としても総合力の高い企業体となることを目指しております。  
特に、当社の主力分野である医薬事業に関しましては、医療制度改革に伴なう環境変化や、グローバ
ル化への対応が求められております。 平成１２年４月には、薬価基準の引下げが実施され、また外資
系製薬企業の更なる躍進や業界再編も進展しており、ますます事業環境は厳しさを増しております。
このようななか医薬カンパニーでは、平成１３年４月に医薬事業の中長期ビジョン「価値創造への改
革」を策定いたしました。このビジョンにそって、国内事業基盤の強化と、世界に通用する新薬創出体
制の構築を進めてまいります。 
また、バイオケミカル、化学品、酒類、食品の各カンパニーにおきましても、競争激化のなか、一層
のコストダウンによる収益構造の改善に努め、大幅な収益向上を目指してまいります。

なお、事業に携わるものとして法令等の遵守はもちろんのこと、高度な倫理観を求められております。
この中にあって、昨年１０月大阪（枚方）地区の公的医療施設に係わる不祥事を生じさせましたことは、誠
に遺憾であります。この事態を招いたことを厳しく反省し、再発防止のため、「企業倫理委員会」の機能を
強化するとともに、新たに「企業倫理室」を設置し、当社役員・従業員が遵守すべき行動規範を定めた「倫
理綱領」の徹底をはかりました。今後とも、コンプライアンスの徹底に継続して取り組み、信頼の回復に全
力を注いでまいります。

（４）経営管理組織の整備等に関する施策（４）経営管理組織の整備等に関する施策（４）経営管理組織の整備等に関する施策（４）経営管理組織の整備等に関する施策
当社は、中期計画に基づき、一昨年来、社内カンパニー制、執行役員制の導入や、本社コーポレート
部門の再構築を行うなど、一連の経営改革を推進しております。
また、お客様の満足を追求するためにＣＳ推進プロジェクトを展開してまいりましたが、平成１３年
４月、新たにＣＳ経営推進本部を設置いたしました。これにより「お客様満足の向上」と「競争力の強
化」を目指した「ＣＳ経営」の質的強化をはかってまいります。 
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３．経営成績３．経営成績３．経営成績３．経営成績

(1)当期の業績の概況
　①全般の状況
  　　　　　　　　　当連結会計年度      前連結会計年度 　          増減
　売上高　　　　　３，７５６億円　　　３，７４９億円         　　６億円
　経常利益　　　　　　１６６億円　　　　  ２１０億円       △　４４億円
　当期純利益　　　　　　９３億円　　　　　１１２億円       △　１８億円

当連結会計年度におけるわが国経済は、前半においては情報技術分野等の設備投資が増加するな
ど緩やかな景気回復基調をたどりましたが、後半はアメリカの株式市況の大幅な下落や景気減速の
影響を受け、再び景気低迷の懸念が高まりました。

当社を取り巻く事業環境は、医薬事業については医家向け医薬品の薬価基準が昨年４月から引き
下げられ、バイオケミカル事業は医薬用原末や飼料用アミノ酸などの価格競争が一層激化しました。
化学品事業ではナフサなど原料価格が高騰し、酒類食品事業は個人消費の低迷や低価格化の影響を
受けるなど、総じて厳しい状況となりました。

このような環境下において、当社グループの各事業部門で積極的な営業活動を展開し、新製品の
開発・上市や原価低減などに取組んでまいりました。

その結果、当連結会計年度の売上高は3,756億円（対前連結会計年度６億円の増収、0.2％増）、
経常利益は166億円（同44億円の減益、21.2％減）、当期純利益は93億円（同18億円の減益、
16.7％減）となりました。なお、退職給付会計の適用に伴う会計基準変更時差異247億円を一括償
却して特別損失に計上し、その償却に充てるため保有株式拠出による退職給付信託を設定したこと
により、181億円の信託設定益を特別利益に計上しました。

　②キャッシュ・フローの状況
                                  当連結会計年度  　前連結会計年度　　　　　　増減

 営業活動によるキャッシュ・フロー       ２８７億円   　　 ３２７億円　  △　　３９億円
 投資活動によるキャッシュ・フロー   △　　１９億円   　   ２３４億円　  △　２５４億円
 財務活動によるキャッシュ・フロー   △　２０８億円    △　５００億円　　　　２９２億円
 現金及び現金同等物期末残高         　　３２６億円 　     ２６２億円　　　　　６３億円

 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益や減価償却費の調整等により287
億円の収支プラスとなりました。前連結会計年度対比では法人税等支払額の増加などにより、39億
円の減少となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出173億円や短期貸付金21億
円の他に、投資有価証券の売却による収入173億円等があったため、19億円の収支マイナスとなり
ました。前連結会計年度対比では有価証券の売却収入が減少したこと等により、254億円の減少と
なりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、社債の償還による支出や配当金の支払等により208億円の
収支マイナスとなりました。前連結会計年度対比ではコマーシャルペーパーや社債償還の支出の減
少等により、292億円の増加となりました。

      
　③当期の利益配分

当期の期末配当金は１株当たり３円75銭とし、中間配当３円75銭と合わせて年間７円50銭の予定
であります。（前期は、普通配当７円50銭に創立50周年記念配当２円50銭を加えた10円配当。）
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　④セグメント別の状況
　　　　医薬事業医薬事業医薬事業医薬事業
 　　              当連結会計年度  　　 前連結会計年度  　        　増減
　　売上高     　１，４１４億円       １，４２３億円  　    △  　８億円
　　営業利益         １９５億円      　   ２３７億円        △　４２億円 

医家向け医薬品は、４月に２年ぶりに薬価基準の引下げが行われ、また10月には主力品の一つで
ある消化管運動賦活調整剤「アセナリン」の出荷一時停止があり、これらの減収要因をカバーすべ
く新製品の発売と既存品の伸長に努力しましたが、売上高は1,414億円となり前連結会計年度に比
べ８億円の減収（0.6％減）となりました。また、営業利益は研究開発費の増加などもあり、195億
円となり、前連結会計年度に比べ42億円の減益（17.8％減）となりました。

製品別には、高血圧症・狭心症治療剤「コニール」や好中球減少症治療剤「ノイアップ」は数量
を伸ばし、経口抗真菌剤「イトリゾール」、抗悪性腫瘍剤「ナベルビン」は売上を伸ばしました。
10月には白血球減少症治療剤「ロイコプロール」を発売し、さらに本年３月には大型化が期待され
る抗アレルギー剤「アレロック」を発売しました。

医薬品の輸出においては、抗アレルギー剤塩酸オロパタジンが順調に売上を伸ばしました。新薬
の開発では、抗夜尿症剤酢酸デスモプレシンが効能追加申請中であり、昨年６月には持続性がん性
疼痛治療剤「デュロテップ」の承認申請と「ナベルビン」の新効能追加申請をそれぞれ行いました。
抗悪性腫瘍剤「ダカルバジン」は新効能申請を準備中であり、ヘリコバクターピロリ診断薬KW-910
0は第Ⅲ相試験を終了しました。また、抗てんかん剤KW-6485、ＭＲＩ用消化管造影剤MM-Q01等の臨
床試験を続行しております。

海外においては、抗パーキンソン病剤として開発中のKW-6002はうつ病の治療剤としても米国で
第Ⅱ相試験中であり、そのほかに抗悪性腫瘍剤KW-2170、尿失禁治療剤KW-7158等の臨床試験を推進
しております。

一方、事業の多様な展開をはかるため、医薬品の技術導出や製品の導入等、国内外におけるライ
センス活動を積極的に行っております。

　　　　バイオケミカル事業バイオケミカル事業バイオケミカル事業バイオケミカル事業
  　　             当連結会計年度  　　 前連結会計年度  　        増減
　　売上高    　　   ５２７億円   　　　  ４７６億円        　５０億円
　　営業利益     △　　１１億円     　△　　２０億円          　９億円

アミノ酸・核酸関連物質を中心とする医薬・工業用原料の分野では、国内の売上は薬価基準引下
げの影響等により、また輸出も数量は伸びたもののユーロ安の影響を受け、売上高は前連結会計年
度を下回りました。

畜水産の分野では、飼料用アミノ酸の市況が緩やかに回復し数量も伸長したため、売上高は前連
結会計年度を上回りました。この結果、当連結会計年度の売上高は527億円となり前連結会計年度
に比べ50億円の増収(10.6％増)、営業損失は11億円となり前連結会計年度に比べ９億円の改善とな
りました。

　　　　化学品事業化学品事業化学品事業化学品事業 
  　　             当連結会計年度  　　 前連結会計年度  　        増減
　　売上高     　　  ６０６億円  　   　  ６３８億円 　   △　３２億円
　　営業利益 　　△　　２６億円   　　△　　１０億円  　  △　１６億円

主要製品の出荷数量は、アメリカ経済の減速や国内の需要低迷の影響に加え、国内での可塑剤事
業を合弁会社(株)ジェイ・プラスへ移管した影響もあり、前連結会計年度に比べ減少しました。こ
の結果、売上高は606億円となり前連結会計年度に比べ32億円の減収となりました。
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一方、ナフサをはじめとする原料価格は、期後半に調整局面を迎えたものの前連結会計年度に比
べ大幅に上昇し、これに対応して製品の価格引き上げをはかりましたが、営業損失は26億円となり
前連結会計年度に比べ16億円悪化しました。

　　　　酒類食品事業酒類食品事業酒類食品事業酒類食品事業
  　　             当連結会計年度  　　 前連結会計年度  　        増減
　　売上高       １，０３３億円　     １，０６３億円 　 　△　２９億円
　　営業利益             ９億円     △　　　１１億円 　　   　２０億円

消費の低迷や低価格志向の傾向が一層強まるなか、焼酎や調味料・パン資材等の主力製品の積極
的な拡販や原価低減等の努力を行った結果、売上高は1,033億円と前連結会計年度に比べ29億円の
減収（2.8％減）となったものの、営業利益は９億円となり前連結会計年度の11億円の損失から大
幅に収益が改善しました。

　　　　その他事業その他事業その他事業その他事業
 　　              当連結会計年度  　　 前連結会計年度  　        増減
　　売上高           ５７６億円　　       ５５１億円　　　　　２４億円
　　営業利益           １１億円    　　     １３億円　　  △    ２億円

その他事業を行う子会社の売上高は576億円となり前連結会計年度に比べ24億円の増収(4.5％増)、
営業利益は11億円となり２億円の減益（17.9％減）となりました。

　⑤その他
当社及びKYOWA HAKKO EUROPE GmbHは、1995年６月までヨーロッパ地域を対象としたリジン販売
に関するカルテルに参加したとして、平成12年６月７日付で欧州委員会より13,200千ユーロの過料
支払を命ずる決定を受けております。これに対し、当社は平成12年８月25日付で欧州裁判所に過料
の額について不服申立ての手続きを取っており、これまで委員会が用いてきた過料算定方法に基づ
く見込額1,120千ユーロ（122百万円）を連結貸借対照表には未払金として計上しております。

 
(2)次期の見通し
  売上高        ３，９００億円(当連結会計年度比 １４３億円、  ３．８％増)
  経常利益          ２２０億円(当連結会計年度比   ５３億円、３２．４％増)
  当期純利益        １１０億円(当連結会計年度比   １６億円、１７．１％増)

 （為替は１１５円／ドルを前提）

国内景気は、設備投資や個人消費に明るさが見えず、国内株式市況の低迷やアメリカ経済の減速
などの不安要因もあり、依然として厳しい状況が見込まれております。

当社グループの各事業分野におきましては、医薬事業では新製品の抗アレルギー剤「アレロッ
ク」が通期で寄与するほか既存品の拡販をはかり、売上高・営業利益とも増収・増益の見込みであ
ります。

バイオケミカル事業につきましては、為替やアメリカ経済の減速等の懸念はありますが、医薬用
アミノ酸等の輸出の増加や飼料用アミノ酸の海外市況の好転を見込み、増収・営業利益の大幅な改
善による黒字化を予測しております。

化学品事業では、原価低減や拡販により、増収・営業利益の大幅改善を見込んでおります。

酒類食品事業においては、販売価格のダウンを拡販や一層の経費削減でカバーし、増収・増益を
見込んでおります。

(注)上記の業績見込につきましては、現時点で入手された情報に基づいて判断したものであり、実
際の業績は為替変動等の要因により大きく異なる場合がありうることをご承知おきください。
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４．連結財務諸表等４．連結財務諸表等４．連結財務諸表等４．連結財務諸表等

    連連連連     結結結結     貸貸貸貸     借借借借     対対対対     照照照照     表表表表

（単位　百万円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　　　    期 　別
　科 　目

　当連結会計年度　　当連結会計年度　　当連結会計年度　　当連結会計年度　
（平成13年3月31日現在）

　前連結会計年度　　前連結会計年度　　前連結会計年度　　前連結会計年度　
（平成12年3月31日現在）

増　　減増　　減増　　減増　　減
（対前連結会計年度）

資　　産　　の　　部 ４３１，４０９ ４３３，９４４ △　２，５３４

流　　動　　資　　産
 　現 金 及 び 預 金
 　受 取 手 形 及 び 売 掛 金
 　有 価 証 券
 　た な 卸 資 産
 　繰 延 税 金 資 産
   そ の 他
 　貸 倒 引 当 金

固　　定　　資　　産
　有　形　固　定　資　産
 　建 物 及 び 構 築 物
   機 械 装 置 及 び 運 搬 具
 　土　　　　　　　　　　地
 　建 設 仮 勘 定
 　そ の 他

　無　形　固　定　資　産

　投 資 そ の 他 の 資 産
 　投 資 有 価 証 券
 　長 期 貸 付 金
 　繰 延 税 金 資 産
 　そ の 他
 　貸 倒 引 当 金
 　投 資 評 価 引 当 金

為替換算調整勘定

２３７，８５１
　３１，０７３
１３３，４２６
　  １，９９８
５７，５７４
    ３，９９６
　１０，１６２
△      ３８０

１９３，５５８
１３９，５６７
  ５７，７４７
４９，２４４
　２３，８１２
　  １，８６１
　　６，９００

　　１，４９４

　５２，４９６
　３６，４１６
　　２，５２７
    ５，０８５
　  ９，３００
△　　　７４６
△　　　  ８７

　　        －

２２３，３３９
　２４，１３６
１２６，６６２
　  ４，５６０
６０，４０７
    ３，１２２
　  ５，１６９
△      ７１９

２０３，３０８
１３９，４２５
５７，７８２
４０，７５７
２２，７９１
１１，６８５
６，４０８

１，９４５

６１，９３７
４５，７３７
４，２４７
  ２，９１８
 ９，７２０

△　　　５９９
△　　　  ８７

　　７，２９５

　１４，５１１
　  ６，９３６
　　６，７６３
△　２，５６１
△　２，８３３
    　　８７４
　  ４，９９２
   　　 ３３９

△  ９，７５０
　      １４１
△　      ３４
　  ８，４８７
　  １，０２１
△　９，８２３
　　　　４９１

△　　  ４５１

△  ９，４４１
△  ９，３２１
△  １，７１９
   ２，１６６
△  　　４１９
△      １４７
 　　　  　－

△  ７，２９５

資　　産　　合　　計 ４３１，４０９ ４３３，９４４ △  ２，５３４
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（単位　百万円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　　　    期 　別
　科 　目

　当連結会計年度　　当連結会計年度　　当連結会計年度　　当連結会計年度　
（平成13年3月31日現在）

　前連結会計年度　　前連結会計年度　　前連結会計年度　　前連結会計年度　
（平成12年3月31日現在）

増　　減増　　減増　　減増　　減
（対前連結会計年度）

負　　債　　の　　部 ２３４，３５２ ２３４，９１８ △     ５６６

流　　動　　負　　債
 　支 払 手 形 及 び 買 掛 金
 　短 期 借 入 金
   未 払 金
 　未 払 法 人 税 等
 　未 払 費 用
 　売 上 割 戻 引 当 金
 　返 品 調 整 引 当 金
 　販 売 促 進 引 当 金
 　そ の 他

固　　定　　負　　債
 　社 債
   転 換 社 債
 　長 期 借 入 金
 　退 職 給 与 引 当 金
　 退 職 給 付 引 当 金
 　役 員 退 職 慰 労 引 当 金
   繰 延 税 金 負 債
 　そ の 他

                             

１６９，８２０
　６１，４５１
４２，５９９
  ２６，４９１
１０，４８３
　　４，７７５
　　１，２６４
　　　　４１４
　　　　６０８
　２１，７３１

　６４，５３１
 ３３，０００

  ９，９９７
　　２，０２７

　－
１７，２４９
 ９４１
 ５４９

　　　７６５
　　              

１５８，５４２
　５２，８２７
４５，６１６
  ２４，８５３
　　６，８２７
　　４，９５０
　　    ９０２
　　　　１９７
　　　　４９８
　２１，８６８

　７６，３７５
 ４５，０００

  ９，９９７
　　２，２５７
　１７，３２８

－
 ９８５
   －

　　 　８０６
　　     

　１１，２７８
　  ８，６２３
△  ３，０１６
　　１，６３７
  　３，６５５
△      １７４
        ３６２
        ２１６
        １１０
△      １３６

△１１，８４４
△１２，０００
　          －
△      ２３０
△１７，３２８
　１７，２４９
△        ４４
　　　　５４９
△　　　　４０

    

少 数 株 主 持 分     ２，３６５     ４，０００ △  １，６３４

資　　本　　の　　部 １９４，６９１ １９５，０２５ △      ３３３

資　　 　本　 　　金

資 本 準 備 金

連 結 剰 余 金

為替換算調整勘定

自　　己　　株　　式

　２６，７４５

４３， １８０

１２９，６９４

△　４，９２６

△　　　　　１

　２６，７４５

４３， １８０

１２５，１１４

－

△　　　　１３

　　　　　　－

　　　　　　－

　  ４，５８０

△  ４，９２６

１２

負債、少数株主持分及び資本合計 ４３１，４０９ ４３３，９４４ △  ２，５３４

（当連結会計年度） （前連結会計年度） （増　　減）
注１． 有 形 固 定 資 産 の

減 価 償 却 累 計 額
２８１，５０２百万円 ２６９，９２９百万円 １１,５７２百万円

２． 受 取 手 形 割 引 高 １，５４３百万円 　　８７４百万円 　　６６８百万円

３． 担保に供している資産は次のとおりであります。

（当連結会計年度） （前連結会計年度）

機械装置及び運搬具 －百万円 １６５百万円

投資有価証券 １１４百万円 ９７百万円

　　合計 １１４百万円 ２６３百万円
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担保付債務は次のとおりであります。

（当連結会計年度） （前連結会計年度）

買掛金・支払手形 ３３８百万円 ２４７百万円

短期借入金 －百万円 １７百万円

　　合計 ３３８百万円 ２６４百万円

４． 非連結子会社及び関連会社の株式及び出資金は次のとおりであります。

（当連結会計年度） （前連結会計年度）

投資有価証券(株式) １７,０３７百万円 １５,４９５百万円
投資その他の
資産｢その他｣ (出資金) １,０４６百万円 １,０４６百万円

５． 偶 発 債 務

① 保 証 債 務 残 高

（当連結会計年度）

２，３８１百万円

（前連結会計年度）

２，３７９百万円

（ 増 　 　 減 ）

２百万円

②社債の債務履行引受
　契約に係る偶発債務

１２，０００百万円

③当社及びKYOWA HAKKO EUROPE GmbHは、1995年６月までヨーロッパ地域を対象としたリジ
ン販売に関するカルテルに参加したとして、平成12年６月７日付で欧州委員会より13,200
千ユーロの過料支払を命ずる決定を受けております。これに対し、当社は平成12年８月25
日付で欧州裁判所に過料の額について不服申立ての手続きを取っており、これまで委員会
が用いてきた過料算定方法に基づく見込額1,120千ユーロ（122百万円）を連結貸借対照表
には未払金として計上しております。

６． 自 己 株 式 の 株 数 （当連結会計年度）

１，５０５株    

（前連結会計年度）

１１，６９７株    

（ 増 　 　 減 ）

△ １０,１９２株

７． 期末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもって決済処理しております｡当連結会計年
度は､期末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が､当期末残高に含まれて
おります｡

受取手形 ６，２４７百万円

受取手形割引高 ３１３百万円

支払手形 ３，６０６百万円 　　

流動負債｢その他｣に含ま
れる建設関係支払手形

　　１０百万円 　

　また、債権債務の一部については、手形と同様の期日条件で現金決済する方式を用いて
おり、期末日期日のものが、当期末残高に含まれております｡
　その主なものは次のとおりであります｡

売掛金 ２，９６９百万円

買掛金 ５，３５３百万円

未払金 ２，０７８百万円
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　連連連連     結結結結     損損損損     益益益益     計計計計     算算算算     書書書書

（単位　百万円）
　　　　　　    　　 期　 別

　科 　目 (
当連結会計年度当連結会計年度当連結会計年度当連結会計年度
自 平成12年4月 1日
至 平成13年3月31日 )(

前連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度
自 平成11年4月 1日
至 平成12年3月31日 )

増　　減増　　減増　　減増　　減
(対前連結会計年度)

売 上 高
売 上 原 価

　３７５，６０９
　２５１，４４８

　３７４，９１０
　２４８，００５

        ６９９
    ３，４４２

売 上 総 利 益

返 品 調 整 引 当 金 戻 入 額
返 品 調 整 引 当 金 繰 入 額

　１２４，１６１

　　　　　１９７
　　　　　４１４

　１２６，９０４

　　　　　１６５
　　　　　１９７

△  ２，７４２

          ３２
　　    ２１６

差 引 売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

　１２３，９４４

　１０６，２３２

　１２６，８７１

　１０５，２１５

△  ２，９２７

    １，０１６

営 業 利 益営 業 利 益営 業 利 益営 業 利 益

営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金
持分法による投資利益
そ の 他

　　１７，７１２　　１７，７１２　　１７，７１２　　１７，７１２

　　　５，２３８
１， ２０７

         ７４８
　　　３，２８２

　　２１，６５５　　２１，６５５　　２１，６５５　　２１，６５５

　　　５，８９４
１， ５８５

         １，１３７
　　　３，１７２

△△△△　３，９４３　３，９４３　３，９４３　３，９４３

△      ６５５
△　　  ３７７
△　　  ３８８
                 １１０

営 業 外 費 用
支 払 利 息
支 払 利 息 及 び 割 引 料
そ の 他

　　　６，３３９
　　　３，１３３

－
　　　３，２０６

　　　６，４５９
－

　　　２，７２４
　　　３，７３４

△　　　１１９
　　３，１３３
△  ２，７２４
△　    ５２８

経 常 利 益経 常 利 益経 常 利 益経 常 利 益

特     別     利     益
特     別     損     失

　　１６，６１１　　１６，６１１　　１６，６１１　　１６，６１１

　   ３０，８９２
     ２５，６３２

　　２１，０９１　　２１，０９１　　２１，０９１　　２１，０９１

　     ２，８６５
       １，３８１

△△△△　４，４７９　４，４７９　４，４７９　４，４７９

    ２８，０２６
    ２４，２５０

税金等調整前当期純利益税金等調整前当期純利益税金等調整前当期純利益税金等調整前当期純利益

法人税､住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額

　　　　　　　　        ２１，８７１２１，８７１２１，８７１２１，８７１

       １６，１６１
    △   ３，４２３

　　　　　　　　        ２２，５７５２２，５７５２２，５７５２２，５７５

       １１，８９３
     △      ４０１

     △△△△                    ７０４７０４７０４７０４

    ４，２６７
△  ３，０２１

少 数 株 主 損 失 　　　　          ２６２           １９０            ７２

当 期 純 利 益当 期 純 利 益当 期 純 利 益当 期 純 利 益                 ９，３９５９，３９５９，３９５９，３９５                 １１，２７３１１，２７３１１，２７３１１，２７３ △　１，８７８△　１，８７８△　１，８７８△　１，８７８

（ 当連結会計年度 ） （ 前連結会計年度 ）

注１． 特別利益の内訳

① 退 職 給 付 信 託 設 定 益 １８，１２７百万円 －百万円

② 投 資 有 価 証 券 売 却 益 １２，３３５百万円 ５０百万円

③ 貸 倒 引 当 金 戻 入 額 ３６０百万円 －百万円

④ 固 定 資 産 売 却 益 ６８百万円  ２，８１５百万円
　２． 特別損失の内訳

退職給付会計適用に伴う①
会計基準変更時差異償却額

２４，７２８百万円 －百万円

② ゴ ル フ 会 員 権 評 価 損 ６６２百万円 ３２８百万円

③ 投 資 有 価 証 券 売 却 損 １３３百万円 －百万円

④ 欧州リジン販売に係る過料 １０６百万円 －百万円

⑤ 厚生年金基金特例掛金 －百万円 １，０５２百万円

３． 当期製造費用、販売費及び一般
管理費に含まれる研究開発費

２８，９２１百万円 ２５，８８８百万円
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連 結 剰 余 金 計 算 書連 結 剰 余 金 計 算 書連 結 剰 余 金 計 算 書連 結 剰 余 金 計 算 書
（単位　百万円）

科 目

（
当 連 結 会 計 年 度当 連 結 会 計 年 度当 連 結 会 計 年 度当 連 結 会 計 年 度
自  平成12年 4月 1日
至　平成13年 3月31日 ） （

前連 結 会 計 年 度前 連 結 会 計 年 度前 連 結 会 計 年 度前 連 結 会 計 年 度
自  平成11年 4月 1日
至　平成12年 3月31日 ）

連 結 剰 余 金 期 首 残 高連 結 剰 余 金 期 首 残 高連 結 剰 余 金 期 首 残 高連 結 剰 余 金 期 首 残 高          １２５，１１４１２５，１１４１２５，１１４１２５，１１４          １１５，８４０１１５，８４０１１５，８４０１１５，８４０

過 年 度 税 効 果 調 整 額過 年 度 税 効 果 調 整 額過 年 度 税 効 果 調 整 額過 年 度 税 効 果 調 整 額 －                    ８４８４８４８４

連 結 剰 余 金 増 加 高連 結 剰 余 金 増 加 高連 結 剰 余 金 増 加 高連 結 剰 余 金 増 加 高              　　２５６　２５６　２５６　２５６              １，３０２１，３０２１，３０２１，３０２

連結会社増加に伴う増加高                 　　－                 ４５２

持 分 法 適 用 会 社
増 加 に 伴 う 増 加 高

                　４２                 ５３９

ﾒｷｼｺ連結子会社のｲﾝﾌﾚｰｼｮﾝ
会 計 に 基 づ く 増 加 高

            　２１３                 ３１０

連 結 剰 余 金 減 少 高連 結 剰 余 金 減 少 高連 結 剰 余 金 減 少 高連 結 剰 余 金 減 少 高               ５，０７１５，０７１５，０７１５，０７１             ３，３８７３，３８７３，３８７３，３８７

配 当 金             ４，３４２             ３，２５６

役 員 賞 与                　８２                 １２９

ﾒｷｼｺ連結子会社の税効果
会計適用に伴う減少高

　　　６４３ －

そ の 他 の 減 少 高                      ３                     ０

当 期 純 利 益当 期 純 利 益当 期 純 利 益当 期 純 利 益          　９，３９５９，３９５９，３９５９，３９５          １１，２７３１１，２７３１１，２７３１１，２７３

連 結 剰 余 金 期 末 残 高連 結 剰 余 金 期 末 残 高連 結 剰 余 金 期 末 残 高連 結 剰 余 金 期 末 残 高        １２９，６９４１２９，６９４１２９，６９４１２９，６９４        １２５，１１４１２５，１１４１２５，１１４１２５，１１４
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        連 結 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書連 結 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書連 結 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書連 結 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書        
　　　（単位　百万円）

　　　　　　    　　              期　 別

　科 　目 （
    当連結会計年度　当連結会計年度　当連結会計年度　当連結会計年度　
自  平成12年 4月 1日
至　平成13年 3月31日 ）（

    前連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度前連結会計年度    
自  平成11年 4月 1日
至　平成12年 3月31日 ）

Ⅰ営業活動によるキャッシュ･フロー
税金等調整前当期純利益
減価償却費
持分法による投資利益
有価証券売却損益
有形固定資産除売却損益
受取利息及び受取配当金
支払利息
売上債権の増減額
たな卸資産の減少額
仕入債務の増減額
その他

２１,８７１
１８,５０１

△         ７４８
 △    １２,２０１

    ４２３
 △      １,２０７

３,１３３
△　　　６,１８９

３,０６０
　　　７,９１０

８,７０２

２２,５７５
１９,３７５

△      １,１３７
△         ４２７
△      １,８０２
△      １,５９２

２,７４０
２,７３７

      １,５１３
△      ２,８５７
        ２,１４０

小     計 ４３,２５５ ４３,２６６
利息及び配当金の受取額
利息支払額
法人税等の支払額

１,３４４
△      ３,２９７
△    １２,５１４

１,７７７
△      ２,７６３
△      ９,５４３

 営業活動によるキャッシュ･フロー ２８２８２８２８,,,,７８８７８８７８８７８８ ３２３２３２３２,,,,７３７７３７７３７７３７

Ⅱ投資活動によるキャッシュ･フロー
定期預金の預入れによる支出
定期預金の払戻しによる収入
有価証券の売却による収入
有形固定資産の取得による支出
有形固定資産の売却による収入
投資有価証券の取得による支出
投資有価証券の売却による収入
連結子会社株式の取得による支出
短期貸付金の純増額
長期貸付金の貸付による支出
長期貸付金の回収による収入
その他

△         ５３８
９８９
－

△    １７,３２７
１,１３７

△         ８６２
１７,３２２

△　　　 　１８６
 △      ２,１８９
 △     　  ２２１

７３０
△    　　 ８４４

△         ６１４
２,９０３
４２,４８０

△    ２２,５００
２,１４５

△         ５０４
３０１
－

△         １６４
△         １１４

　　　７８７
 △      １,２９６

 投資活動によるキャッシュ･フロー △　　　１△　　　１△　　　１△　　　１,,,,９９０９９０９９０９９０ ２３２３２３２３,,,,４２２４２２４２２４２２

Ⅲ財務活動によるキャッシュ･フロー
短期借入金の純増減額
コマーシャルペーパーの純増減額
長期借入れによる収入
長期借入金の返済による支出
社債の償還による支出
配当金の支払額
少数株主への配当金の支払額
その他

 △  　  １,６０６
－
－

△      ２,９２９
△　　１２,０００
△      ４,３２９
△           １１

５

４６０
△    １６,０００

２,６２９
△      ４,０４６
△    ２９,８４８
△      ３,２６２
△　　　　　 １１

－

 財務活動によるキャッシュ･フロー △△△△                ２０２０２０２０,,,,８７１８７１８７１８７１ △△△△            ５０５０５０５０,,,,０７７０７７０７７０７７

Ⅳ現金及び現金同等物に係る換算差額 ４３７４３７４３７４３７ △△△△                                ３３９３３９３３９３３９

Ⅴ現金及び現金同等物の増加額 ６６６６,,,,３６３３６３３６３３６３ ５５５５,,,,７４２７４２７４２７４２

Ⅵ現金及び現金同等物の期首残高 ２６２６２６２６,,,,２１５２１５２１５２１５ ２０２０２０２０,,,,４３２４３２４３２４３２

Ⅶ新規連結子会社の現金及び現金同等物の期首残高 ２１２１２１２１ ３９３９３９３９

Ⅷ現金及び現金同等物の期末残高 ３２３２３２３２,,,,６００６００６００６００ ２６２６２６２６,,,,２１５２１５２１５２１５
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注１．現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係

　　　　　　　（単位  百万円）

(当連結会計年度) (前連結会計年度)

現金及び預金勘定 ３１,０７３ ２４,１３６
預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △      ４７１ △      ９２０
取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する有価証券 １,９９８ ２,９９９
現金及び現金同等物 ３２,６００ ２６,２１５

　２．当連結会計年度の｢Ⅲ財務活動によるキャッシュ･フロー｣に記載しております｢社債の償還による
支出｣12,000百万円は、債務履行引受契約により債務譲渡された第14回無担保社債の額であります。
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

１． 連結の範囲に関する事項

子会社54社のうち29社を連結の範囲に含めております。主要な連結子会社は、協和油化㈱、KYOW
A AMERICA, INC.、BIOKYOWA INC.、KYOWA FOODS INC.、FERMENTACIONES MEXI
CANAS, S.A. DE C.V.、AGROFERM HUNGARIAN-JAPANESE FERMENTATION INDUSTR
Y LTD.、協和メデックス㈱であります。
前連結会計年度まで非連結子会社であった協和食品(香港)有限公司は、重要性を勘案し、当連結会
計年度から連結の範囲に含めております。
また、連結の範囲から除外した子会社は25社であり、これら非連結子会社の合計の総資産額、売上
高、当期純損益（持分相当額）及び剰余金（持分相当額）が連結財務諸表に及ぼす影響は軽微であり
ます。

２． 持分法の適用に関する事項

非連結子会社25社及び関連会社30社のうち、味日本㈱、ヤンセン協和㈱、日本合成アルコール㈱、
㈱武蔵野化学研究所、黒金化成㈱、㈱ジェイ・プラス、ゼンミ食品㈱の７社(関連会社)について持分
法を適用しております。
前連結会計年度まで持分法を適用していなかった㈱ジェイ・プラス、ゼンミ食品㈱については、重
要性を勘案し、当連結会計年度から持分法を適用しております。
持分法を適用していない主要な関連会社は、三櫻商事㈱、豊味食品㈱、甲府国分㈱、㈱ワイネット、
柏木㈱であります。
これら持分法を適用していない非連結子会社25社及び関連会社23社の合計の当期純損益及び剰余金
が、それぞれ連結純損益及び連結剰余金に関して、連結財務諸表に及ぼす影響は軽微であります。
なお、投資差額については発生年度に一時に償却しております。

３． 連結子会社の決算日等に関する事項

　連結子会社のうち決算日の異なる会社は下記10社であり、当連結会計年度の連結財務諸表作成に
あたっては平成12年12月31日現在の決算財務諸表を使用しております。
なお、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

KYOWA AMERICA, INC.、BIOKYOWA INC.、KYOWA HAKKO U.S.A., INC.、KYOWA FOO
DS INC.、FERMENTACIONES MEXICANAS, S.A. DE C.V.、KYOWA HAKKO EUROPE G
MBH、KYOWA ITALIANA FARMACEUTICI S.R.L.、AGROFERM HUNGARIAN-JAPANESE
 FERMENTATION INDUSTRY LTD.、協和発酵(香港)有限公司、協和食品(香港)有限公司
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４． 会計処理基準に関する事項

  (1)重要な資産の評価基準及び評価方法
①  たな卸資産                 　　：主として総平均法による原価法
②  有価証券
　　　満期保有目的債券　　　　　　：償却原価法
　　　その他有価証券
　　　　　　　　時価のあるもの　　：移動平均法による原価法
　　　　　　　　時価のないもの　　：移動平均法による原価法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

　 有形固定資産                   ：主として定率法
ただし、当社及び国内連結子会社は平成10年４月１日以

降に取得した建物（附属設備を除く）については定額法

(3)引当金の計上基準
　 ① 貸 倒 引 当 金  ：売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘
案し、回収不能見込額を計上しております。

　 ② 投 資 評 価 引 当 金　：子会社等に対する投資の価値の減少による損失に備えるため、投資先
の資産状態等を勘案して計上しております。

　 ③ 売 上 割 戻 引 当 金　：医薬品の期末売掛金に対して将来発生する売上割戻に備えるため、期
末売掛金に売上割戻見込率を乗じた相当額を計上しております。

　 ④ 返 品 調 整 引 当 金　：期末日以降予想される返品による損失に備えるため、法人税法の規定
に基づく繰入限度相当額及び個別製商品の返品による損失見込額を計
上しております。

　 ⑤ 販 売 促 進 引 当 金　：医薬品の期末特約店在庫に対して将来発生する販売促進諸経費に備え
るため、期末特約店在庫金額に実績経費率を乗じた金額を計上してお
ります。

　 ⑥ 退 職 給 付 引 当 金　：従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付
債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。なお、会計基
準変更時差異(24,728百万円)については、当連結会計年度に一括費用
処理しております。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内

の一定の年数（10年）による定額法により、翌連結会計年度から費用
処理することとしております。

　 ⑦ 役員退職慰労引当金　：役員(執行役員を含む)の退職慰労金の支出に備えるため、期末の引当
金残高が内規に基づく必要額となるよう計上しております。

(4) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理
しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、
収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は少数株主持分及び資本の部における
為替換算調整勘定に含めております。
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(5) 重要なリース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引につい
ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

　(6)重要なヘッジ会計の方法

①ヘ ッ ジ 会 計 の 方 法　：繰延ヘッジ会計の適用を原則としております。なお、振当処理が可
能なものは振当処理を行っております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象　：外貨建債権債務及び外貨建予定取引については為替予約取引及び通
貨スワップ取引をヘッジ手段とし、借入金（社債を含む）について
は金利スワップ及び金利オプション取引をヘッジ手段としておりま
す。

③ヘ ッ ジ 方 針　：当社グループは、通常業務を遂行する上で発生する為替あるいは金
利の変動リスクを管理する目的でデリバティブ取引を利用しており
ます。投機を目的とするデリバティブ取引は行わない方針です。な
お、当社グループは取引の対象物の価格の変動に対する当該取引の
時価の変動率の大きいレバレッジ効果のあるデリバティブ取引は利
用しておりません。
　当社グループは、基本方針及び社内規程に従ってデリバティブ取
引を行っております。

④ヘッジ有効性評価の方法　：比率分析の適用を原則としております。

(7) 消費税等の会計処理方法

　　　税抜方式を採用しております｡

(8) 親会社と連結子会社の会計処理基準の主要な差異の概要 　

FERMENTACIONES MEXICANAS, S.A. DE C.V.はメキシコ法人であり、その財務諸表は
同国の会計原則に準拠してインフレーション会計によって作成され、その概要は次のとおりであ
ります。

固定資産及び資本勘定各科目は消費者物価指数等に基づいて再評価しております。また、貨幣
性資産・負債について生ずる貨幣購買力損益は期間損益として処理しております。

６.連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項

連結子会社の資産及び負債の評価については、全面時価評価法を採用しております。

７.連結調整勘定の償却に関する事項

連結調整勘定の償却については、子会社の実態に基づいた適切な償却方法及び期間で償却してお
ります｡

８.利益処分項目等の取り扱いに関する事項

連結剰余金計算書は、連結会社の利益処分について連結会計年度中に確定した利益処分に基づい
て作成しております。

９．連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出
し可能な預金及び容易に換金可能で、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日
から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。
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追加情報追加情報追加情報追加情報
（退職給付会計）

当連結会計年度から退職給付に係る会計基準（｢退職給付に係る会計基準の設定に関する意見書｣(企業
会計審議会 平成10年6月16日)）を適用しております。また、保有株式(簿価7,314百万円、時価25,442百
万円)の拠出により退職給付信託を設定し、会計基準変更時差異(24,728百万円)については当連結会計年
度に一括費用処理を行っております。この結果、従来の方法によった場合と比較して、退職給付費用が
406百万円増加し、経常利益は367百万円、税金等調整前当期純利益は6,968百万円減少しております。
なお、前連結会計年度末における退職給与引当金(17,328百万円)は当連結会計年度における期首時点

で退職給付引当金に振り替えております。

（金融商品会計）

当連結会計年度から金融商品に係る会計基準（｢金融商品に係る会計基準の設定に関する意見書｣(企業
会計審議会 平成11年1月22日)）を適用しております。この結果、従来の方法によった場合と比較して、
経常利益は64百万円、税金等調整前当期純利益は485百万円減少しております。
また、期首時点で保有する有価証券の保有目的を検討し、満期保有目的の債券及びその他の有価証券
に含まれている債券のうち１年内に満期の到来するものは流動資産の有価証券として、それら以外は投
資有価証券として表示しております。これにより、流動資産の有価証券から投資有価証券に、期首時点
で1,560百万円振り替えております。
なお、当連結会計年度においては、その他有価証券のうち時価のあるものについて時価評価を行って
おりません。平成12年大蔵省令第9号附則第3項によるその他有価証券に係る連結貸借対照表計上額等は
次のとおりであります。

連結貸借対照表計上額 　　               １２，１３０百万円
時価                                    ４１，４０６百万円
評価差額金相当額                        １７，００２百万円
繰延税金負債相当額                      １２，２０５百万円
少数株主持分相当額                      　　　　６７百万円

（外貨建取引等会計基準）

当連結会計年度から改訂後の外貨建取引等会計処理基準（｢外貨建取引等会計処理基準の改訂に関する
意見書｣(企業会計審議会 平成11年10月22日)）を適用しております。この変更による損益への影響額は
軽微であります。
また、前連結会計年度において｢資産の部｣に計上しておりました為替換算調整勘定は、連結財務諸表
規則の改正により、｢資本の部｣並びに｢少数株主持分｣に含めて計上しており、当連結会計年度末の金額
はそれぞれ△4,926百万円、△843百万円であります。
なお、前連結会計年度末の｢資産の部｣の為替換算調整勘定(7,295百万円)を当連結会計年度と同様の基
準で表示した場合、｢資本の部｣及び｢少数株主持分｣に含まれる金額はそれぞれ△6,113百万円、△1,182
百万円となります。



協和発酵工業㈱ 平成13年3月期                                       　　　　決算短信 添付資料

- 18 -

リース取引リース取引リース取引リース取引

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引

　１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額

　 （ 当 連 結 会 計 年 度 ） 　　 （ 前 連 結 会 計 年 度 ） 　

取得価額
相 当 額

減価償却
累 計 額
相 当 額

 期 末  
残高相当額

取得価額
相 当 額

減価償却
累 計 額
相 当 額

期末残高
相 当 額

機械装置
及び運搬具

　 百万円

　　   71

　 百万円

　　   47

　 百万円

　　   24

百万円

　   76

 百万円

　　  43

　百万円

　   33
そ の 他

(工具器具備品) 　　2,806 　  1,580 　　1,226 3,201 　 1,911 　1,289
合 計 　　2,878 　　1,627 　　1,251 3,278 　1,955 　1,323

なお、取得価額相当額は、未経過
リース料期末残高相当額が有形固定
資産の期末残高等に占める割合が低
いため、支払利子込み法により算定
しております。

同左

　
  ２．未経過リース料期末残高相当額

　 　 （ 当 連 結 会 計 年 度 ） 　 　　 　 （ 前 連 結 会 計 年 度 ） 　 　

１ 年 内 　　　　　４９６百万円 　　　　　５２５百万円

１ 年 超 　　　　　７５４百万円 　　　　　７９７百万円

 合　計 　　　１，２５１百万円 　　　１，３２３百万円

なお、未経過リース料期末残高相当
額は、未経過リース料期末残高相当額
が有形固定資産の期末残高等に占める
割合が低いため、支払利子込み法によ
り算定しております。

同左

　３．支払リース料及び減価償却費相当額

　  （当連結会計年度）  　　  （前連結会計年度）　  

支払リース料 ６０９百万円 ７０５百万円

減価償却費相当額 ６０９百万円 ７０５百万円

　４．減価償却費相当額の算定方法

　　　 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

　オペレーティング・リース取引

　　　　未経過リース料

　 　 （ 当 連 結 会 計 年 度 ） 　 　　 　 （ 前 連 結 会 計 年 度 ） 　 　

１ 年 内 ２百万円 ２百万円

１ 年 超 ３百万円 ５百万円

 合　計 ５百万円 ８百万円
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有価証券有価証券有価証券有価証券

当連結会計年度

１．その他有価証券で時価のあるもの

平成12年大蔵省令第9号附則第3項に基づき記載を省略しております｡

２．当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自平成12年４月１日  至平成13年３月31日）
                                 　          （単位　百万円）

売却額 売却益の合計 売却損の合計

１７，３１７   １２，３３５      １３３

３．時価のない主な有価証券の内容及び連結貸借対照表計上額（平成13年３月31日現在）

            　        　　       （単位　百万円）

連結貸借対照表計上額

満期保有目的の債券満期保有目的の債券満期保有目的の債券満期保有目的の債券

コマーシャルペーパー

その他有価証券その他有価証券その他有価証券その他有価証券

非上場株式(店頭売買株式を除く)

その他

１，９９８

６，２４１

１，００６

　 合 計 　　 合 計 　　 合 計 　　 合 計 　 ９，２４６９，２４６９，２４６９，２４６

４．その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の今後の償還予定額
（平成13年３月31日現在）

（単位　百万円）

１年以内 １年超５年以内 ５年超10年以内 10年超

満期保有目的の債券満期保有目的の債券満期保有目的の債券満期保有目的の債券

コマーシャルペーパー

その他その他その他その他

２，０００

１

－

２５

－

－

－

－

合合合合                    計計計計 ２，００１２，００１２，００１２，００１ ２５２５２５２５ －－－－ －－－－
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前連結会計年度（平成12年3月31日現在）
（単位　百万円）

種　　類 連結貸借対照表計上額 時　価 評 価 損 益

(1)(1)(1)(1)流動資産に属するもの流動資産に属するもの流動資産に属するもの流動資産に属するもの

株　　　式

債　　　券

そ　の　他

               1,559

                  －

                  －

               4,975

                  －

                  －

               3,416

                  －

                  －

小　計小　計小　計小　計                1,559               1,559               1,559               1,559                4,975               4,975               4,975               4,975                3,416               3,416               3,416               3,416

(2)(2)(2)(2)固定資産に属するもの固定資産に属するもの固定資産に属するもの固定資産に属するもの

株　　　式

債　　　券

そ　の　他

              23,090

                  －

                  －

              83,040

                  －

                  －

              59,949

                  －

                  －

小　計小　計小　計小　計              23,090             23,090             23,090             23,090              83,040             83,040             83,040             83,040              59,949             59,949             59,949             59,949

    　合　　　　計　合　　　　計　合　　　　計　合　　　　計              24,650             24,650             24,650             24,650              88,015             88,015             88,015             88,015              63,365             63,365             63,365             63,365

注1．時価等の算定方法
　　　　上 場 有 価 証 券　　主に東京証券取引所の最終価格
　　　　店 頭 売 買 有 価 証 券　　日本証券業協会が公表する売買価格等
　　　　海外の店頭市場における株式　　米国のＮＡＳＤＡＱにおける気配等
　２．開示の対象から除いた主な有価証券の連結貸借対照表計上額

（流動資産）
  　コ マ ー シ ャ ル ペ ー パ ー
    非 上 場 外 国 債 券

    1,999百万円
    1,000百万円

（固定資産）
　　店頭売買有価証券を除く非上場株式
　　優 先 出 資 証 券

   21,644百万円
      999百万円
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デリバティブ取引の契約額、時価及び評価損益デリバティブ取引の契約額、時価及び評価損益デリバティブ取引の契約額、時価及び評価損益デリバティブ取引の契約額、時価及び評価損益

当連結会計年度（平成13年3月31日現在）
デリバティブ取引については、連結決算日において、「外貨建取引等会計処理基準」により全て振当
処理を行っておりますので、注記の対象となるものはありません。

前連結会計年度（平成12年3月31日現在）
１．通貨関連
    通貨関連のデリバティブ取引は、通貨スワップ及び為替予約を利用しておりますが、外貨建金銭債
権債務に振り当てたものについては、開示の対象から除いております。

２．金利関連
                                           　　　　　（単位　百万円）

契約額等 評価
区分 種類

う　ち
１年超

時価
損益

市
場
取
引
以
外
の
取
引

金利オプション
買建
 コール

金利スワップ
  受取固定・
    支払変動
支払固定・
　受取変動

  8,000
(51）

 21,000

 13,000

  3,000
(26）

 18,000

 13,000

     1

   193

   569

△ 50

   193

   569

合　計  42,000
  (51)

 34,000
  (26)

   764 　 713

注１．時価の算定方法
　　　　取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定しております。
注２．「契約額等」欄の( )内は、貸借対照表に計上したオプション料であります。
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退職給付退職給付退職給付退職給付

１．採用している退職給付制度の概要

当社及び国内連結子会社は、確定給付型の制度として、厚生年金基金制度、適格退職年金制度及び退
職一時金制度を設けております。
提出会社協和発酵工業㈱については、昭和57年６月１日より退職金の一部（年齢50歳以上、かつ勤続

10年以上の従業員にかかわる退職金の一部）について調整年金制度を採用しております。
  当連結会計年度末現在、当社及び連結子会社全体で17社が退職一時金制度を有しております。また、
厚生年金基金制度は協和発酵厚生年金基金に４社が加入しているほか、総合設立型の厚生年金基金に３
社が加入しており、適格退職年金制度は４社が採用しております。

２． 退職給付債務に関する事項（平成13年３月31日現在）
                                                          　　　（単位：百万円）

イ． 退職給付債務 (注１)
ロ．年金資産 (注２)

△ １０８,８４５
  ７３,４９３

ハ． 未積立退職給付債務（イ＋ロ）
ニ．未認識数理計算上の差異

△   ３５,３５２
  １８,１０２

ホ．退職給付引当金（ハ＋ニ） △   １７,２４９

　　 注１．厚生年金基金の代行部分を含めて記載しております。
　　　 ２．総合設立型厚生年金基金の年金資産額609百万円（自社の拠出に対応する金額が合理的に算

出できないため掛金拠出割合で計算）は含まれておりません。
　　　 ３．一部の子会社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。

３．退職給付費用に関する事項（自平成12年４月１日  至平成13年３月31日）
                                                      　　　    （単位：百万円）

イ． 勤務費用 (注１.３)
ロ．利息費用
ハ．期待運用収益
ニ．会計基準変更時差異の費用処理額 (注２)

△

  ４,１９０
  ３,５９１
  ２,５７９
２４,７２８

ホ．退職給付費用（イ＋ロ＋ハ＋ニ） ２９,９３１

　　 注１．厚生年金基金に対する従業員拠出額を控除しております。
　　　 ２．当連結会計年度に退職給付信託を設定しており、信託財産の拠出時の時価は25,442百万円で

あります。
　　 　３．簡便法を採用している連結子会社の退職給付費用は、「イ．勤務費用」に含めて記載してお

ります。

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項
イ． 退職給付見込額の期間配分方法
ロ．割引率
ハ． 期待運用収益率

ニ．数理計算上の差異の処理年数

ホ．会計基準変更時差異の処理年数

期間定額基準
３．５０％
年金資産              ４．００％
退職給付信託資産  　　０．３２％
１０年（発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の
一定の年数による定額法により、翌連結会計年度か
ら費用処理することとしております。）
当連結会計年度において一括費用処理しておりま
す。
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税効果会計税効果会計税効果会計税効果会計

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:百万円)
当連結会計年度

(平成13年3月31日現在)
繰延税金資産
　賞与引当金損金算入限度超過額 　　　　７３６
　未払事業税等 　　１，０３３
　売上割戻等引当金 　　　　９６０
　退職給付引当金超過額 　　４，７９８
　役員退職慰労引当金 　　　　３９３
　税務上の繰延資産償却超過額 　　　　６５６
　税務上の繰越欠損金 　　２，４６５
　投資有価証券評価減額 　　　　７２１
　税務上の前払費用 　　　　６８１
　減価償却資産償却超過額　 　　　　８３０
　ゴルフ会員権評価減額　　　　　　 　　　　４０３
　その他 　　２，３１８
繰延税金資産小計 　１５，９９８
評価性引当額 △　２，８９９
繰延税金資産合計 　１３，０９９
繰延税金負債
　固定資産圧縮積立金 △　１，９２８
　海外子会社の固定資産特別償却額 △　２，２２０
　その他 △　　　４１８
繰延税金負債合計 △　４，５６７
繰延税金資産（負債）の純額 　　８，５３１

　　注．当期における繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に含まれております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(単位:百万円)

当連結会計年度
(平成13年3月31日現在)

流動資産－繰延税金資産 　　３，９９６  
固定資産－繰延税金資産 　　５，０８５  
固定負債－繰延税金負債 △　　　５４９  

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主要な項目別内訳

当連結会計年度
(平成13年3月31日現在)

法定実効税率 　　４１．６９％  
（調整）
交際費等永久に損金に算入されない項目 　　　８．８５％
受取配当金等永久に益金に算入されない項目 　△　１．８３％
回収可能性のない将来減算一時差異等 　　１３．７１％
持分法による投資損益 　△　３．６８％
その他 　△　０．５０％
税効果会計適用後の法人税等の負担率 　　５８．２４％  
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セグメント情報セグメント情報セグメント情報セグメント情報
１．事業の種類別セグメント情報

当連結会計年度（自 平成１２年４月１日　至 平成１３年３月３１日）                  （単位　百万円）

医  薬
バイオ
ケミカル 化 学 品 酒類食品 そ の 他 計 消去又

は全社
連　結

Ⅰ売上高及び営業利益

  売　　　上　　　高

 (1)外部顧客に対する
    売　　 上 　　高

 (2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部
    売上高又は振替高

 138,928

  2,521

  46,919

  5,799

 56,224

  4,435

 98,717

  4,635

 34,820

 22,807

375,609

 40,199

    －

(40,199)

375,609

     －

       　 計 141,449  52,719  60,659 103,352  57,627 415,809 (40,199) 375,609

  営  業  費  用 121,876  53,910  63,343 102,433  56,485 398,050 (40,152) 357,897

  営 業 利 益 又 は
  営 業 損 失 （ △ ）

 19,573 △1,191 △2,683 　　919   1,141  17,759 (　　46)  17,712

Ⅱ資産、減価償却費
　及 び 資 本 的 支 出
　資　　　　　　　産
　減　価　償　却　費
　資　本　的　支　出

123,365
  5,258
  4,399

 

 83,763
  4,914
  4,101

 67,572
  4,841
  4,227

 74,577
  2,583
  3,785

 20,255
    153
    154

369,533
 17,751
 16,669

  61,875
     749
     422

431,409
 18,501
 17,091

前連結会計年度（自 平成１１年４月１日　至 平成１２年３月３１日）                  （単位　百万円）

医  薬
バイオ
ケミカル 化 学 品 酒類食品 そ の 他 計 消去又

は全社
連　結

Ⅰ売上高及び営業利益

  売　　　上　　　高

 (1)外部顧客に対する
    売　　 上 　　高

 (2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部
    売上高又は振替高

 139,994

  2,343

  41,688

   5,967

 59,735

  4,156

101,422

  4,897

 32,068

 23,098

374,910

 40,463

    －

(40,463)

374,910

     －

       　 計 142,338  47,656  63,892 106,320  55,166 415,374 (40,463) 374,910

  営  業  費  用 118,539  49,753  64,956 107,430  53,775 394,455 (41,200) 353,254

  営 業 利 益 又 は
  営 業 損 失 （ △ ）

 23,799 △2,096 △1,063 △1,110   1,390  20,918      736  21,655

Ⅱ資産、減価償却費
　及 び 資 本 的 支 出
　資　　　　　　　産
　減　価　償　却　費
　資　本　的　支　出

125,005
  5,510
  4,902

 

 91,857
  4,973
  7,126

 65,961
  4,903
  4,259

 72,529
  2,875
  4,337

 15,453
    324
    117

370,807
 18,587
 20,743

  63,136
     566
     309

433,944
 19,153
 21,053
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注１．各事業区分に属する主要な製品は次のとおりであります。
       医     薬    事     業………医家向け医薬品、臨床検査試薬
       ﾊﾞ ｲ  ｵ ｹ ﾐ ｶ ﾙ  事 業………製剤原料、飼料用ｱﾐﾉ酸、農畜水産薬
       化   学   品   事   業………溶剤、可塑剤、可塑剤原料、洗剤原料、機能化学品　
       酒　類　食　品　事　業………酒類、原料用ｱﾙｺｰﾙ、調味料、製菓製ﾊﾟﾝ資材、加工食品
       そ　の　他　の　事　業………輸送、倉庫、産業機械販売
  ２．　資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、前期64,592百万円、当期55,551百万

円であり、その主なものは親会社での余資運用資金（現金及び有価証券）、長期投資資金（投資有価
証券）並びに繰延税金資産であります。

２．所在地別セグメント情報

  当連結会計年度（自 平成１２年４月１日　至 平成１３年３月３１日）
全セグメントの売上高合計及び資産金額合計に占める本邦の割合がいずれも90％を超えているため、記
載を省略しております。

　前連結会計年度（自 平成１１年４月１日　至 平成１２年３月３１日）
全セグメントの売上高合計及び資産金額合計に占める本邦の割合がいずれも90％を超えているため、記
載を省略しております。

３．海外売上高

  当連結会計年度（自 平成１２年４月１日　至 平成１３年３月３１日）       （単位　百万円）

　 アメリカ   ヨーロッパ 　  アジア 　 その他の
　 地　　域

計

Ⅰ 海外売上高

Ⅱ 連結売上高

Ⅲ 連結売上高に占める
　 海外売上高の割合

     22,092

       5.9%
　　　

     13,217

       3.5%
      

     16,538

       4.4%
      

        687

       0.2%
      

     52,535

    375,609

      14.0%
      

  前連結会計年度（自 平成１１年４月１日　至 平成１２年３月３１日）       （単位　百万円）

　 アメリカ   ヨーロッパ 　  アジア 　 その他の
　 地　　域

計

Ⅰ 海外売上高

Ⅱ 連結売上高

Ⅲ 連結売上高に占める
　 海外売上高の割合

     19,400

       5.2%
　　　

      9,839

       2.6%
      

     18,177

       4.8%
      

        425

       0.1%
      

     47,843

    374,910

      12.8%
      

注１． 地域は、地理的近接度により区分しております。
　２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。
(1)  アメリカ････････････北米・中南米
(2)  ヨーロッパ･･････････ヨーロッパ全域
(3)  アジア･･････････････アジア全域
(4)  その他の地域････････オセアニア・アフリカ
３． 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の地域における売上高であります。
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関連当事者との取引関連当事者との取引関連当事者との取引関連当事者との取引

当連結会計年度（自 平成１２年４月１日　至 平成１３年３月３１日）
関 係 内 容

属 性 会 社 名 住 所 資本金 事業の内容 議決権等の
所 有 割 合 役 員 の

兼 務 等
事 業 上
の 関 係

取引内容 取引金額 科 目 期 末 残 高

百万円 百万円 百万円

関 連 会 社 ヤ ン セ ン
協 和 ㈱

東京都
品川区 1,000

医薬品の開
発・製造・
輸入・販売

直接
40％

間接
－％

兼任１人
転籍２人

同社製品
の購入、
技術導入
契約の締
結

商品仕入
    

20,702 買掛金 6,757

注１．上記の金額については、取引金額は消費税等抜きで表示しており、取引により発生した債権
債務の期末残高は消費税等込みで表示しております。

　２．取引条件ないし取引条件の決定方針等
ヤンセン協和㈱からの商品仕入については、市場価格を参考にして交渉の上、決定しており
ます。
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５．生産、受注及び販売の状況５．生産、受注及び販売の状況５．生産、受注及び販売の状況５．生産、受注及び販売の状況

（１）生産実績
（単位  百万円）

当連結会計年度
事業の種類別セグメントの名称 ( 自 平成12年 4月 1日至 平成13年 3月31日 ) 前年同期比

  医 薬 １２３,９６０ 　９３．7％

  バ イ オ ケ ミ カ ル ３１,７８２ １１７.１％

  化 学 品 ５３,６８６ 　８８.２％

  酒 類 食 品 ７０,２０１ 　９４.２％

合             計 ２７９,６３１ 　９４.８％

  注．金額は販売価格によっております。

（２）受注状況

当社グループが行う受注生産は僅少であります。

（３）販売実績

（単位  百万円）
当連結会計年度

事業の種類別セグメントの名称 ( 自 平成12年 4月 1日至 平成13年 3月31日 ) 前年同期比

  医 薬 １３８,９２８ 　９９.２％

  バ イ オ ケ ミ カ ル ４６,９１９ １１２.６％

  化 学 品 ５６,２２４ 　９４.１％

  酒 類 食 品 ９８,７１７ 　９７.３％

  そ の 他 ３４,８２０ １０８.６％

合             計 ３７５,６０９ 　１００.２％


